
二
年
生 

現
代
文
Ｂ 

休
校
課
題
② 

二
年
（ 

）
組
（ 

）
番
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

『
「
自
明
性
の
罠
」
か
ら
の
解
放
』
（
Ｐ
８
～
）
を
読
み
、
次
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

  

●
次
の
空
欄
に
本
文
中
の
語
句
を
入
れ
て
、
内
容
を
整
理
せ
よ
。 

 

第
一
段
落
（
初
め
～
九
・
5
） 

 

自
分
の
生
き
て
い
る
〔 

社
会 

〕
か
ら
出
て
、
離
れ
た
世
界
に
立
っ
て
み
る 

 
 

→
自
明
だ
と
思
っ
て
き
た
こ
と
が
「〔 

当
た
り
前 

〕
で
は
な
い
も
の
」
と
し
て
見
え
て
く
る 

 

＊
筆
者
の
関
心
は
、
現
代
社
会
・〔 

近
代
化 

〕
さ
れ
た
社
会
と
、
そ
う
で
な
い
社
会
と
の
比
較
に
あ
る 

 

第
二
段
落
（
九
・
6
～
一
一
・
12
） 

 

イ
ン
ド
や
メ
キ
シ
コ
や
ブ
ラ
ジ
ル
で
体
験
す
る
不
思
議 

 
 

①
旅
の
話
は
〔 

３
Ｋ 

〕
の
こ
と
ば
か
り
だ
が
、
不
思
議
な
魅
力
で
好
き
に
な
っ
て
い
る 

 
 

②
〔 

非
能
率 

〕
で
や
れ
る
こ
と
が
少
な
い
の
に
、
長
く
い
た
と
い
う
気
が
す
る 

 

第
三
段
落
（
一
一
・
13
～
一
三
・
1
） 

 

イ
ン
ド
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
世
界 

 
 

…
時
間
が
上
滑
り
し
て
い
な
い
・
時
間
が
「〔 

生
き
ら
れ
る 

〕」
も
の
で
あ
る 

 
 
 

＝
人
生
が
〔 

上
滑
り 

〕
し
て
い
な
い 

 

第
四
段
落
（
一
三
・
2
～
一
三
・
12
） 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
に
は
十
四
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
に
か
け
て
〔 

大
時
計 

〕
が
設
置
さ
れ
た 

 
 

＝
時
間
と
い
う
枠
組
み
の
中
に
人
間
の
〔 

生 

〕
が
置
か
れ
る 

 
 
 

→
現
代
の
生
活
の
時
間
の
〔 

単
位 

〕
は
さ
ら
に
細
か
く
な
っ
て
い
る 

 

第
五
段
落
（
一
三
・
13
～
終
わ
り
） 

 

「
現
代
」
か
ら
離
れ
た
世
界
に
つ
い
て 

 
 
 

嫌
い
に
な
る
理
由
＝
目
に
見
え
る
も
の
・
計
算
で
き
る
も
の
・〔 

言
葉 

〕
に
し
や
す
い
も
の 

 
 
 

好
き
に
な
る
理
由
＝
目
に
見
え
な
い
も
の
・
測
定
で
き
な
い
も
の
・
言
葉
で
説
明
で
き
な
い
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＝
人
間
が
生
き
て
い
く
う
え
で
い
ち
ば
ん
〔 

核
心 

〕
に
あ
る
も
の 

 
 
 
 

↓ 

 

近
代
の
後
の
、
本
当
に
よ
い
社
会
や
「
生
き
方
」
の
形
を
構
想
し
、〔 

実
現 

〕
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る 

 

＊
異
世
界
を
知
る
こ
と
で
「
自
明
性
」
の
檻
か
ら
自
由
に
な
り
、
人
間
の
作
る
社
会
の
〔 

可
能
性 

〕
に
対
す

る
想
像
力
を
獲
得
す
る
こ
と
が
大
切 

 



●
次
の
空
欄
に
本
文
中
の
語
句
を
入
れ
て
、
全
体
の
要
旨
を
整
理
せ
よ
。 

 

「
現
代
」
か
ら
離
れ
た
世
界
で
は
〔 

 

時
間 

 

〕
が
上
滑
り
し
て
お
ら
ず
、
非
能
率
で
あ
っ
て
も
永
く
生
き
た

よ
う
な
感
じ
が
す
る
。〔
ネ
ガ
テ
ィ
ブ 

〕
な
体
験
談
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
う
し
た
国
を
好
き
に
な
る
の
は
、

人
間
が
生
き
る
う
え
で
〔 

核
心 

〕
に
あ
る
、
目
に
見
え
ず
、
測
定
で
き
ず
、〔 

言
葉 

〕
で
は
説
明
で
き
な

い
魅
力
が
あ
る
か
ら
だ
。
私
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
を
知
る
こ
と
で
現
代
社
会
の
〔 

自
明
性 

 

〕
の
檻
か

ら
自
由
に
な
り
、
本
当
に
よ
い
社
会
や
生
き
方
の
形
を
構
想
し
て
、〔 

実
現 

〕
す
る
こ
と
の
で
き
る
と
こ
ろ
に

立
っ
て
い
る
。 

  

●
右
を
参
考
に
し
て
、
要
旨
を
百
字
以
内
に
ま
と
め
よ
。 

 

ヒ
ン
ト
①
右
の
文
の
中
で
必
要
の
な
い
文
を
削
る
。 

 

ヒ
ン
ト
②
右
の
文
で
短
い
言
葉
に
言
い
換
え
る
。 

    

の 檻 ま 心 現 

形 か な に 代 

を ら 社 あ 社 

構 自 会 る 会 

想 由 を 、 か 

し に 知 目 ら 

、 な る に 離 

実 り こ 見 れ 

現 、 と え た 

し 本 で な 世 

て 当 、 い 界 
い に 現 魅 に 

く よ 代 力 は 

こ い 社 が 、 

と 社 会 あ 人 

が 会 の る 間 

で や 自 。 の 

き 生 明 さ 生 

る き 性 ま の 

。 方 の ざ 核 

※
単
語
意
味
調
べ
に
つ
い
て
は
、
各
自
調
べ
た
内
容
を
こ
の
余
白
に
書
き
込
ん
で
お
き
な
さ
い
。
単
語
は
Ｈ
Ｐ
上
で
指
定
し
て
あ
り
ま
す
。 


